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倉吉北高図書館 

１９４７年（昭和２２年）、終戦 2年後で、まだ戦争の傷痕が残っているときに、「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」

と決意をひとつに、出版社、取次会社、書店と公共図書館が力を合わせ、さらに新聞・放送のマスコミ機関の協力のもとに、

第１回「読書週間」が開催されました。第 1回の読書週間は 11月 17 日から 23 日の１週間でしたが、短いとの意見が多

く、文化の日（11/3）を挟んでの 2週間となりました。 

この読書週間を機に、皆さんの読書のきっかけとなり、読書のすばらしさを知ってもらえたらうれしいです。 

【読書週間企画Ⅰ】 

生徒玄関に読書の木が出現！ 

図書委員会で「本の木」を作成します。 

おすすめの本の「実」が、たわわに実る予定です。お楽しみに～ 

【読書週間企画Ⅱ】 

今年も、県内の高校から高校生へすすめ 

たい本を集めて、冊子にまとめました！ 

今年のテーマは「〇〇したい人へ」。 

みなさんに１冊ずつ配布します。 

冊子を読んで、「読んでみたいな」「面白そうだ」 

と思った本に投票してください！ 

配布と投票は図書委員会で行います！ 

この冊子に載っている本は、図書館で揃えていくので、ぜひ立

ち寄って見てください。 

 

【読書週間企画Ⅲ】 

期間中、本を借りた方にしおりをプレゼント！ 

今年もハロウィンが休日なので、代わりに 10/29（金）にします！ 

（何があるかは来てみてのお楽しみ     ） 



最近新しく入った本の中から、２冊ご紹介。 

秋の夜長にふさわしく（？）ハラハラドキドキのミステリー＆サスペンスです。 

 

 

 

 

 

 

高校生が主人公の、心温まる話に癒されたい方はこちら！ 

 

「透明な螺旋」 東野圭吾 

ガリレオシリーズ第十弾。 

今回は、主人公の湯川学（ガリレオ）物理学者が容疑者として疑

われることに。 

房総半島沖で射殺された男性の遺体が発見された。警視庁の刑

事・草薙が捜査。事件発覚後、男性の恋人が失踪していることが

分かった。その行方を探ると、関係者に湯川の名が浮上し、 

草薙は、横須賀にある湯川の実家を訪ねる。 

「愛する人を守ることは、罪なのか」 

ガリレオシリーズ最大の秘密が今、明かされる！！！ 

「兇人邸の殺人」 今村昌弘 

『屍人荘の殺人』シリーズ第三弾！ 

今回は巨大廃墟テーマパークにそびえる奇怪な屋敷、その名も

兇人邸。神紅大学ミステリー愛好会の葉村譲と剣先比留子は、

依頼を受けて、屋敷に深夜潜入する。しかし、そこで待ち受けて

いたのは首切り殺人鬼だった！同行した者たちが次々と遺体

で発見される中、比留子が行方不明に。 

迷路のような屋敷からどうやって脱出するのか。そして葉村は

無事に比留子を見つけ出し、ともに謎を解き、生き延びること

ができるのか！！！ 

「そして、バトンは渡された」  

                    瀬尾まいこ 

優子には３人の父親と２人の母親がいる。産み

の母親は３歳の時に亡くなり、父親は優子を預

けてブラジルへ。水戸優子から田中優子へ、そ

して泉ヶ原優子となり、現在は森宮優子。バト

ンのように次々と新しい親に引き継がれた１７

年間だった。でも、ちっとも不幸だと思ったこ

とはない。何をもって本当の親だというのか、

家族って一体何なのか。読み終わった後に 

温かい気持ちになる一冊。 

「オルタネート」 加藤シゲアキ 

高校生限定マッチングアプリ、オルタネートは、

今や必須のウェブサービス。円明学園高校を舞

台に物語が展開していく。料理コンテストでリ

ベンジを誓う調理部長の蓉、「絶対真実の愛」

を求めるオルタネート信者の凪津、高校中退

後、かつてのバンド仲間を求めて単身上京する

尚志。傷つき、挫折を味わい、葛藤し、悩みを

抱えながらも、未来へとつき進む。果たして３

人の高校生はどんな未来をつかむのか。 

「第８回高校生直木賞」受賞作品 

「雲を紡ぐ」 伊吹有喜 

美緒は高校に行かなくなって１か月。行きたく

ても行けない。家でも言いたいことの半分も

言えない美緒は岩手県盛岡市にあるお父さん

の実家を目指して家出をした。お父さんのお父

さんは、羊毛から糸をつくり染めて布地をつく

る工房を営んでいた。美緒はそこでしばらく生

活することに決めた。 

バラバラになりかけた美緒の家族は、また一つ

になれるのか。心の糸を紡ぐお話。 

「第８回高校生直木賞」受賞作品。 

高校生直木賞・・・直木賞ノミネート作品の中から高校生が投票し決定する。 


